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官房業務 ～気が利かない秘書官～

大臣に醤油を浴びせる

官房の大事な役割の一つに、大臣を直接お支えする補佐業務があります。それを

大臣の御側 (おそば)で担うのが大臣秘書官です。私は、1995年 (平成 7年 )8月 から
1年 3カ月の間に二人の防衛庁長官に秘書官としてお仕えしました。また、似たような

業務として、2001年 (平成 13年 )4月 から約 3年にわたり総理官邸で総理秘書官の補

佐を務めました。

私が大臣秘書官に任ぜられた 1995年 (平成 7年 )は、1月 に阪神淡路大震災が発

生し、さらに 3月 には地下鉄サリン事件が起きるなど日本社会に不安が広がっていた

時期でした。冷戦終結後、自衛隊は国連 PKO等の海外任務を通じて存在感を高めま
したが、これら二つの事件の際にその組織力と高い専門技能を示したことで国民の信

頼感はさらに高まりました。これを受けて、当時の防衛庁内では昭和 51年に策定され

た「防衛計画の大綱」(51大綱)の見直し作業が加速していました。私は、秘書官にな

るまでの 9年間をずつと防衛局 (当 時)で勤務し、中期防の見直し作業や 51大綱見直

し作業などに携わつていました。

御側要員たる秘書官の仕事には、役所の政策などを大臣が理解しやすいように補

佐するサブスタンス(サブ)のサポートと、大臣がスムーズに公務や政務をこなせるよう

に日程を整理したり、行動を支援したりするロジスティクス(ロジ)のサポートの二種類が

あります。防衛局勤務が長かつたのでサブ面はあまり心配していませんでしたが、生来

の気の利かなさに加え、保守的で融通が利かず柔軟性に欠ける性格のため、ロジの

サポートは不安でした。実は、秘書官の内示を受けた時に私の性格を知る家内から

「あなたみたいに気が利かない人が秘書官 ?」 と驚かれたのですが、その懸念がまさ

に現実のものとなり、お仕えした二人の大臣には数限りなくご迷惑をおかけしました。

秘書官に任命された直後の 9月 に沖縄で駐留海兵隊員ら3名 の米兵が小学生の

少女に暴行を加えるという大事件が発生し、俄然沖縄問題が注目を集め、日米地位

協定の不平等性などが日米間の大きな問題としてクローズアップされるに至りました。

そんな中で、駐 日米大使が防衛庁長官を表敬するという日程が入りました。ただ、その

日は秋の臨時国会中で大臣が委員会に出席する予定だったため、昼休みに六本木

の庁舎で短時間の表敬を受け、すぐに国会ヘトンボ返りするというスケジュールが設

定されました。昼食は大臣のお好みの寿司弁当を用意し、時間の節約のため国会か

ら防衛庁へ戻る車内で召し上がっていただくという手はずとなっていたのですが、その

車中に悲劇が待っていました。大臣の隣席に座つていた私は、いつになく気を利かし

たつもりで付属の小皿に醤油を注いで差し上げたのですが、その瞬間に車がカーブ

を切つたため、あっと思う間もなく醤油が大臣のズボンを直撃してしまったのです。揺



れる車内でわざわざ小皿に醤油を注いで出そうとした時点でアウトでした。私は痛烈な

後悔とともにパニックを起こし、必死にティッシュで大臣のズボンの醤油を拭ったりした

のですが、綺麗になるはずもありません。しかし、大臣は全く動ぜずに何事もなかつた

かのようにそのまま表敬に臨まれ、国会へ戻られました。ただ、国会議事堂に到着して

から委員会室に入る前にトイレに寄られて、大臣ご自身がズボンを水で洗われました。

その時も大臣は落ち着いておられて、「醤油つて結構匂うんだよ。大使もびつくりしたん

じゃないかな」とニコニコしながら明るく私に言われるのです。人一倍鈍感な私ですが、

この時はさすがに文字通り穴があったら入りたい気分で、秘書官をクビになることも覚

悟しました。幸い大臣の優しいご性格のおかげでこの件で叱られることは一切なく、ク

ビにもされずに済みましたが、ただでさえ時間がない時に柄にもないことをすべきでは

なかつた、と猛省しました。

鬼門の沖縄問題…総理直々の叱責

その後同じ年の 10月 に大規模な県民大会が開かれるなどさらに反基地運動がエ

スカレートし、11月 には駐留軍用地特措法に基づく代理署名を県知事が拒否し、国と

沖縄県との全面対決の様相を呈するに至りました。大臣は出張の帰途に空港でこの

代理署名拒否問題の発生の報告を受け、総理と対応を協議するためそのまま総理公

邸へ直行しました。協議の最中に、大臣から沖縄県議会のある議員へ電話をつなぐよ

う指示されました。当時携帯電話はさほど普及しておらず、総理公邸の固定電話で沖

縄県議会へかけようとしたのですが、ボタンが多く複雑でなかなかうまくいきません。四

苦八苦していると、なんと見かねた総理ご自身が懇切丁寧に電話のかけ方を教えて下

さったのです。総理が気さくな方で本当に助かりましたが、日本国内閣総理大臣に電

話のかけ方を直接教えてもらつた秘書官はそういないのではないかと思います。

時期が時期だったので、沖縄・米軍問題に関連して多くの失敗をしでかしました。

特に、翌 1996年 (平成 8年 )1月 に総理が交替した後には、新しい総理に一度ならず

三度も直接叱られました。普通、総理が他の閣僚の秘書官を直接叱りつけたりすること

はないのですが、新総理の目にはよほど気が利かぬ秘書官がいると映つたのかも知

れません。中でも最も印象に残つているのは、通常国会の予算委員会中のことでした。

ある日の午後、予算委員会中に隣席に座っていた他省の秘書官から「大臣へ」と言

つてメモが回つてきました。すぐ前に座つている大臣に渡すのは簡単ですが、自分が

内容を理解できないものを報告する訳にもいきません。そこでまず自分で判読しようと

したのですが、メモを渡してくれた秘書官が「早く大臣に見せろJとつつくのです。仕方

なく大臣にお見せし、二人で解読してようやく内容を理解しました。在 日米海兵隊のヘ

リが民間空港へ緊急着陸したという内容でした。

米軍機も自衛隊機も飛行中に異常が発生すると、たとえ些細な不具合であつても

重大事故を避けるため予防的に近傍の空港へ着陸します。緊急着陸自体はさほど珍



しくないため、民間に深刻な被害を与えたりしない限り速報される仕組みにはなつてお

らず、この時もまだ防衛庁の指揮系統からは報告されていませんでした。

一方、民間空港での異常事態ということで、総理は警察から直ちに報告を受け、す

ぐに防衛庁長官へ注意喚起しようと試みられました。私が受け取つたメモは、総理の指

示で総理秘書官が書き、閣僚席の後ろに居並ぶ各省庁の秘書官たちの間をリレーさ

れて届けられたものだったのです。そうとは知らない私は大臣へすぐには渡さず解読

を始めてしまい、気をもんだ総理秘書官が「早く大臣へ報告せよ」と身振りで示してい

たことにも全く気づきませんでした。そこで、見かねた隣席の秘書官がつついてくれた

というのが事の真相でした。緊急着陸自体は民間の被害もなかったため、委員会が終

了する頃には忘れかけていました。

ところが、質疑が終わり大臣と私が退席しようとしていたところ、総理がつかつかとや

つて来られたかと思うと、まっすぐに私を指さし、委員会室に残っていた人たちが一瞬

静まり返るほどの物凄い剣幕で「秘書官、そういう情報はすぐに大臣に上げなきゃダメ

だつ」と怒鳴ってから立ち去って行かれたのでした。あまりに突然のことで、得意の貧

血で任1れる暇もありませんでした。二人でしばし茫然とし、先に我に返られた大臣が

「叱られちゃつたなあ。まあ気にするなJと慰めてくださいました。

後で聞いたところによると、メモが防衛庁長官の手に渡るまでの様子を総理ご自身

が横 目でチェックしておられたのだそうです。防衛庁の感覚ではそれほど深刻な事案

ではなかったこと、秘書官席はとても狭いため周囲の様子に気づくのは困難なこと、手

書きのメモが読みにくかったことなど弁解したい点は多々ありますが、沖縄問題や在 日

米海兵隊問題が取り沙汰されていた時期の振る舞いとして緊張感が足りなかったと言

われればその通りです。今は貴重な経験だったと笑つて振り返ることが出来ますが、大

臣の目の前で総理に怒鳴り上げられたのは心理的に結構大きなダメージがありました。

これだけでなく、大臣の沖縄基地視察に随行した際に風邪をひいて使い物になら

なかったこともありました。辛うじて現地まで同行したものの、SPさんから「大臣にうつし

たら大変だから一緒に行動しないでくれ」とにべもなく言われ、大臣が視察されている

間ずつと基地内の医務室でベッドに横になつて休んでいました。大臣は優しい方で、

この時も「秘書官は働き過ぎだから」と慰めて下さいました。

大臣と役所の橋渡し

冒頭に、秘書官の仕事のうちサブ面についてはあまり不安を感じていなかつたと書

きました。ロジ面で数多く失敗したのに比べればサブ面の失敗は少なかったと思って

いますが、実は今に至るまで心にひつかかつている一件があります。

政治家である大臣が、防衛庁という大組織の中でどんな仕事が進行しているのかを

全て知ることは不可能です。それを補うため、庁内の出来事に気を配つておくことも秘

書官の仕事です。ところが、沖縄問題に関連して、私はそれに失敗したのでした。



1996年 (平成 8年 )4月 12日 の朝、日経新聞の一面に「普天間基地、返還へ」とい

う特ダネ記事が掲載されました。米海兵隊にとって普天間基地は極めて重要だとずつ

と間かされてきた私は、記事を読んだ瞬間にあり得ない話だろうと思いました。しかし、

その日は参議院の予算委員会が予定されていた上に、金曜 日で大臣の定例記者会

見もあるので、念のため防衛政策課の担当に電話を入れて確認してみました。私が
「こんなことあるはずないですよね ?」 と問うと、「そんなはずないよ」という答えの後に
「アメリカ発の記事だし、…我々の知らないところで何かやつているのかも知れないな」

という曖味なコメントが加えられました。彼の答に軽いひっかかりを覚えながら大臣をお

迎えに行き、車中では大臣と「なんか変ですねJ「う―ん、でもこんなこと出来たら苦労

はないね」などと話していました。

そのまま答弁打ち合わせのため国会内にある政府控室 (その頃はまだ「政府委員

室Jと呼ばれていました)に向かったところ、部屋の前に担当局長が待つていて、大臣

に「日経新聞の件、なにか総理がお考えかも知れません」と耳打ちするのです。大臣も

私も最初は半信半疑でした。しかし、委員会が行われている最中に日米合意がなされ

るかも知れないということと委員会終了後に官邸に来るようにとの指示が伝わつて来た

ため、これは本当かも知れないと興奮する一方、なぜ基地問題の担当閣僚である防衛

庁長官に伏せられていたのだろうかという疑間が湧いてきました。

官邸には防衛庁長官と外務大臣が呼ばれていて、総理本人から本件の経緯につ

いて説明がありました。終了後、大臣とともにキツネにつままれたような気分で帰庁しよ

うと官邸の玄関に出たところ、随行していた担当局長が「秘書官、悪いけど大臣と相乗

りさせてくれ。君は僕の官用車で役所に戻つてくれ」と言うのです。詳しい事はわかりま

せんが、車中で局長がこの件の経緯を詳しく説明したのだと思います。

その夜、総理と駐 日米大使の共同会見をテレビで見届けた後、退庁するため正面

玄関へ向かう階段を下りながら大臣が「(総理の)円月殺法にやられたなあ」と淡々とつ

ぶやかれたのは、船橋洋一氏の著書「同盟漂流」に描写されている通りです。

漏れ聴いたところでは、総理自らが外務省と防衛庁の限られた事務方メンバーを使

つて返還交渉を進める一方で、関係者に厳しい籍口令を引き、「(洩れたら)殺すぞ」と

固く口止めしていたのだそうです。秘書官の私が情報を聞き込んでくることが出来れ

ば良かつたのでしょうが、現実には出来ませんでした。それを悔やみつつ、「厳しく口

止めされていたとしても、せめて大臣にだけは教えてくれても良かつたのではないか」

とも考えます。どうすれば良かつたのか、今でも時々考えますが答は見つかりません。

「まつりごと」の機微

多くの場合、私が失敗するのを大臣が慰めてくれるというとんでもない構図でしたが、

大臣ご自身に厳しく叱られたこともあります。小選挙区制が導入されて初めての選挙

が近づいていた時期のことでした。ある朝、事務次官と官房長が大臣に報告したい案



件があると言つてこられたので、機械的に一般案件の説明後の時間帯に入れたところ、

これが当時の野党第一党からOB自 衛官が出馬するという情報の報告だったのです。
このスケジューリングについては、普段温厚な大臣から「なぜ朝一番で報告させないの

かつ」と日から火が出るほど怒られました。当時の私は、政治家にとつて選挙は生死を

賭けた戦いの場だということを本当の意味では理解していなかったのです。「まつりご

と」の重要性を思い知らされた一件でした。

本稿を綴りながら「秘書官時代だけでもこんなにたくさんの失敗をしたのか」と改め

て呆れるとともに恥じ入りましたが、とにもかくにもクビにならずに任期を全うさせて頂き

ました。細かいことにこだわらない温厚な大臣に恵まれたというのが最大の理由です。

他方で、失敗にめげずに気持ちを切り替えることが大事だと思います。一番良いのは

失敗しないことですが、若い人たちには仮に失敗してもそれにとらわれ過ぎずに前を

向いてほしいと,思います。

次回は、官房業務の最後のテーマとしてマスコミとの接し方について触れたいと思

います。


